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研究成果の概要（和文）：近代を通じて雑誌など紙のメディアで発達して来たまんが表現がインターネット上に移動し
たとき、コマの配列やつながり方を中心とする「まんがの文法」は、いかに新しい環境下で変化すべきか、その新しい
国際標準のあり方を仮説と実作の反復によって検証し、いわゆる「リミテッドアニメ」に近い形式が相応しい、と結論
した。「リミテッドアニメ」とは、静止画をレイヤーとして重ねたカットをモンタージュして行く手法でまんがにおけ
る映画的手法と一体であり、Webコミックの将来形は「リミテッドアニメ」であるという結論を得た。
また、調査過程で文化間のまんが文法をふまえたまんが創作教育の教授法についても成果が出た。

研究成果の概要（英文）：Through modern, comic came developed in media of paper and magazines. We studied 
how to change"grammar of manga" on the Internet . As a result, it has led to the conclusion that it is 
"limited animation" format.

We also obtained the results of the Education Act of manga creation in cross-cultural.

研究分野：まんが表現
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１．研究開始当初の背景 
 
	
 ２０１０年、「電子書籍元年」と当時呼ば

れた時代背景の中で、一般メディアでは、電

子書籍の可能性やその市場が楽観的希望を

もって語られる状況に対し、出版界側の現実

的対応は全く不備であった。その象徴が、２

０１１年１１月１２─１４日、角川書店（当

時）を中心とする、日本でコミック出版を手

掛ける１０社からなる「コミック十社会」に

よって開催された「電子書籍・コミックサミ

ットｉｎ秋葉原」である。電子端末機器や電

子書籍の自動販売機などのインフラの展示、

市場拡大への期待などが熱心に語られたが、

電子メディアにまんが表現が移行していく

時、まんが表現がいかに変化していくべきな

のかについては、問題意識は業界全体で希薄

であった。開催の３ヶ月前、当時、代表研究

者が在籍していた神戸芸術工科大学まんが

表現学科の学部のゼミに十社会の幹事会社

である角川書店からこのサミット用にコミ

ックの電子書籍化に於けるサンプル作りが

依頼されたことが本研究の発端だが、その際、

痛感したのは、紙媒体を中心とする出版社に

とって電子書籍への移行は好ましくない事

態であるということであった。コミック出版

に於いてもｗｅｂ上でのコミック表現の変

化という議論は、編集者・作家個人の水準で

盛んである一方、それが出版界のビジネスモ

デルとしては検討されないというのが実状

であった。それが学部学生へのサンプル作品

の制作依頼（そのアイデアの提案も丸投げで

あった）という出版業界側の準備不足を露呈

するような対応に現われていた。	
 

	
 その時点で韓国では、ｗｅｂトゥーンと呼

ばれる、縦スクロール型まんが表現への変化

を始めていて、プラットフォームで無料公開、

閲覧数によって作り手にペイがなされる方

式を含め、「紙媒体」から表現も収益モデル

も離脱を始めていたのとは対照的であった。	
 

	
 しかし２０１２年の東北での震災は、ソー

シャルメディアの有効性やデマの拡散など

の議論を生む一方で、電子書籍問題を先送り

する空気を作った印象がある。その一方で

「紙のまんが」の市場の縮小傾向は進行中で

あった。	
 

	
 しかしこれは正確には、「まんが雑誌」市

場の縮小であった。「紙のまんが」に於いて

コミックスと呼ばれる単行本市場は安定的

であり、電子コミックはむしろ「コミックス」

（単行本）市場を拡大していることは１１年

の時点で明解だった。	
 

	
 このようなコミック雑誌の急激な衰退か

らは、大正後期から昭和初頭、雑誌というメ

ディアの中で成立し、戦後は「まんが」に特

化した月刊誌、週刊誌の中で「雑誌」という

メディアを常に「環境」としつつ、その表現

法を特化させてきた時代の「終わり」が予見

された。しかしその一方でコミックスの売り

上げの安定は、「紙」という形式からまんが

表現を十全には離脱させられないでいる、と

いう足枷にもなっていた。	
 

	
 出版界全体も「紙のまんが」を前提とする

組織、ビジネスモデル、問屋、書店を含む流

通システムとして巨大化しているため、電子

書籍への移行に伴う表現の変容にバイアス

をかけている。つまり、まんが出版の劇的な

環境変化と裏腹に、コミック業界内にコミッ

ク表現のｗｅｂへの表現の最適化という考

え方が成立しにくい、という事情が顕在化し

ていた。	
 

 
２．研究の目的 
 
	
 上記のような時代背景及び出版業界の事

情を踏まえ、学術研究としてｗｅｂコミック

の研究を行うべきは、「仮説モデルとしての

ｗｅｂまんが文法の提示」であると考える。	
 

	
 まんが市場内でコミックス（単行本）市場

が維持されているため、ｗｅｂコミックも

「コミックス」（紙媒体）での収益がビジネ

スモデルとなり、それ故「紙の本」という形



式が規定してきた表現からの離脱について

の試みが現実として難しいという事情があ

った。こういった日本市場の現状というバイ

アスを除外して、ｗｅｂという環境に於いて、

日本まんが表現の表現方法のうち、何がどの

ようにしてｗｅｂ上に移行し、何を捨て、何

を新たに獲得すべきかについて、仮説をたて

実作を作ることによってその文法の変化に

ついて検証し、Web コミックの文法を提示す

ることを本研究の目的とした。	
 

	
 ビジネス的要因を排除することで、「ｗｅ

ｂ上の環境」という要因に限定し、まんが表

現の変化の可能性を測ることは「研究」に於

いてこそ可能である。ビジネス的要因とは短

期的なトレンドであったり、あくまでも出版

業界内の事情であり、それを排除して仮説を

立てることは有効である。	
 

	
 また、まんがのｗｅｂ化は否応なく、まん

が表現のグローバル化と連動していく。それ

故に、日本まんがの現在の表現のうち、どの

部分がグローバル化、国際化に耐え得るのか、

を検証することも目的の重要部分であり、こ

れはまんが表現の国際化という、より本質的

な問題を表現方法の問題から解決していく

ことになる。	
 

 
３．研究の方法 
 
	
 研究は３つの方法でなされた。	
 

	
 ⑴まんが表現史の歴史的な検証。	
 

	
 単に作品の解析でなく、まんが表現の成立

に影響を与えた創作上の言説、他メディアの

表現方法論、及び、表現理論に注目した。具

体的には映画などの理論書、及びまんが入門

書を対象とした。まんが表現の現在の過程が

形成される１５年戦争下及びその前史とし

ての大正末期の新興芸術運動期に始まり、戦

後、トキワ荘グループの表現法としての「映

画的手法」が普遍化するきっかけとしての石

森章太郎『マンガ家入門』（１９６５年）前

後までのまんが入門書及び映画の理論書を

分析の対象とした。	
 

	
 ⑵まんが表現方法の異文化間の「翻訳」に

ついての実証的研究。	
 

	
 海外版に於ける海外版まんがに於いて日	
 

本のオリジナルがいかに修正されたかを検

証し、政治的要因（アジア圏に於ける「日本」

表象の修正など）を除くと、コマの構図、入

れ換えなど、まんが文法上の齟齬によって修

正の理由が生じることが確認できていた。そ

れを踏まえ、文化間に生じる、まんが文法上

のディスコミュニケーションの確認として、

ワークショップ形式で、同一シナリオでまん

がの「絵コンテ」を各地域で描かせて具体的

に検証していくという方法を採用した。	
 

	
 ⑶ｗｅｂの特性を踏まえ、理論的に考え得

るｗｅｂへの最適化のモデルを考察し、実際

に作品を作り、そこで成立したまんがの文法

上の特性を検証する。	
 

	
 つまり「仮説」を「実作」で検証する方法

である。これが本研究の最も特徴的な部分で

ある。	
 

	
 
４．研究成果	
 
	
 

	
 まんが表現史上の検証としては、特に戦時

下の「映画」をめぐる言説が手塚治虫の戦後

のまんがを語る言説のボキャブラリーとし

て採用されていることを踏まえ、「映画的手

法」の「映画的」が「モンタージュ」と同義

として戦時下に使用されていったことを既

に確認していた。その「映画的」モンタージ

ュが戦時下から、手塚及び戦後まんが（劇画

及びトキワ荘グループ）に展開していく過程

を再検証した。そして、手塚の「映画的手法」

によるまんがは、戦時下、デザイン、アニメ

ーション、写真、詩、小説など多様なメディ

アで起きた表現のモンタージュ化（「カット」

とみなした最小単位の「構成」「モンタージ

ュ」）の延長として捉えるべき現象だと結論

した。	
 

	
 また、各地域でのワークショップに於いて、



キャラクター表現という作画上の技術は伝

わり易く、また各地域の創作志願者の関心も

高いが、むしろ理解の困難さは一つのコマを

「映画の１カット」とみなす考え方と、その

上で成立した手法についての体系的な理解

であることが確認でき（図１）、この点につ

いて本研究の関心は広がっていった。この部

分の研究は文化間の「文法」の偏差、ディス

コミュニケーションの測定という基礎調査

としての当初の目的から、海外での教育啓蒙

に耐え得る、文化間の差異を踏まえた上での

「日本まんが表現の入門書」の構築へと発展

した。その一端は学術論文でなく、インター

ンネット配信「世界まんが塾」（２０１４年

２月〜２０１５年３月）などによって社会還

元するとともに、海外向けまんが入門書を現

在編集中で、２０１６年刊行（カドカワ刊）

を予定する。	
 

	
 
図１	
 海外ワークショップにおける見開き絵コンテの集成（中島千晴）	
 

	
 また、これら２つの歴史とフィールドを踏

まえた検証から、ｗｅｂ上での日本まんが表

現の最適化実験は、映画的手法（モンタージ

ュ）と、それに関連して成立した手法である

という方針を立てた。	
 

	
 その過程で、まず、①縦スクロール（韓国

ｗｅｂトゥーン型）、②横スクロール、の二

つのスクロール形式を検討した。	
 

	
 縦スクロールに於いては、①コマの中心を

縦断する中心線上に常に何かのオブジェを

置き、中心線を意識させることで縦スクロー

ルに於いてコマからコマへの視線移動がス

ムーズになる②手前から奥へのオブジェの

移動をイメージさせる構図が有効である③

コマの幅によってカットの時間、切り換えを

演出させることが有効である、という縦スク

ロールに於ける「映画的手法」の有効性や応

用可能性を確認した。ｗｅｂトゥーンに於い

てはコマの構図の短純化が見られるが、それ

は「ｗｅｂに於ける方法の最適化」が充分行

われていないからである、と結論付けられる。	
 

	
 横スクロールに於いては、絵巻物の異時同

図法、オブジェの配置による画面切り換え、

画面の上下の中心よりやや下の「中心線」を

軸とする構図（図２）など、絵巻の伝統技法

とレイヤーの重ね合わせによって奥行を表

現する手法が有効だと確認した。	
 

	
 

図２	
 横スクロール形式における中心線の存在	
 

	
 そして、歴史的研究から、「映画的」な戦

後まんがは「モンタージュ論」の雑誌、媒体

への最適化である結論を得ていたので、「ｗ

ｅｂ環境下での映画的手法の最適化」を最終

的な仮説モデルとした。ｗｅｂにページ概念

がないので、「頁」内にコマを複数配置し２

頁（見開き）単位で描かれる、従来の紙のま

んがの手法は捨て去り、「静止画のモンター

ジュ」に特化した。その際、カットとカット

のモンタージュに加え、カット内のレイヤー

間のモンタージュにも注目し、積極的に採用

した。	
 

	
 その結果、成立したのは、手塚治虫が『鉄

腕アトム』のＴＶアニメーション化に於いて

採用した、「リミテッドアニメ」に酷似した

ものとなった。このことは手塚の「リミテッ

ドアニメ」が従来言われてきたＴＶアニメの

ローコスト化の手段でなく、「映画的」手法

のＴＶメディアへの最適化ではないのか、と

いう視点の成立の余地を可能にしたとも考

える。	
 

	
 また、静止画のモンタージュやレイヤーの



美学は、近年、Thomas LAMARRE「The 

Anime Machine: A Media Theory of 
Animation」(２００９年）に於いて、北米の

アニメーション研究が日本の現在のアニメ

ーションの中に見出した特性と図らずも一

致している。LAMARRE の思想史的映画的研

究と、本研究の仮説と実作実験のアプローチ

という研究が最終的に一致を得たことは、ま

んが・アニメーション研究に於ける「仮説と

実作」研究の可能性を示し得たと考える。	
 

	
 尚、実作に於いてはアニメーター・山路亮

輔に仮説を基に作品制作を依頼した。	
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